
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数チャネルのオーディオ信号を各々増幅する複数の可変利得増幅手段と、
　前記複数チャネルのオーディオ信号のうち１つの特定チャネルのオーディオ信号の音量
レベルの絶対値を順次検出し、絶対値の波形の瞬時ピーク値のエンベロープ波形を求め、
このエンベロープ波形を持った音量レベル信号を出力する第１の音量検出手段と、
　前記複数チャネルのオーディオ信号のうち前記特定チャネルを除くチャネルのオーディ
オ信号の音量を検出する第２の音量検出手段と、
　前記第１の音量検出手段から出力された音量レベル信号に基づいて、前記特定チャネル
のオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手段の利得を制御する第１の利得制御手段と、
　前記第２の音量検出手段によって検出された音量に基づいて、前記特定チャネル以外の
チャネルのオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手段の利得を一律に制御する第２の利
得制御手段と
　

　

　を具備することを特徴とする音量制御装置。
【請求項２】
複数チャネルのオーディオ信号を各々増幅する複数の可変利得増幅手段と、
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、
前記特定チャネルのオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手段で増幅されたオーディ

オ信号中の所定フォルマントを強調する第１強調手段と、
前記特定チャネル以外のチャネルのオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手段で増幅

されたオーディオ信号における所定オーディオ信号の特定帯域を強調する第２強調手段と



　前記複数チャネルのオーディオ信号のうち１つの特定チャネルのオーディオ信号の音量
レベルの移動平均値を示す音量レベル信号を出力する第１の音量検出手段と、
　前記複数チャネルのオーディオ信号のうち前記特定チャネルを除くチャネルのオーディ
オ信号の音量を検出する第２の音量検出手段と、
　前記第１の音量検出手段から出力された音量レベル信号に基づいて、前記特定チャネル
のオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手段の利得を制御する第１の利得制御手段と、
　前記第２の音量検出手段によって検出された音量に基づいて、前記特定チャネル以外の
チャネルのオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手段の利得を一律に制御する第２の利
得制御手段と
　

　

　を具備することを特徴とする音量制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、マルチチャネルのオーディオ信号の音量制御に好適な音量制御装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　夜間において映画や音楽などのオーディオ再生を行う場合、近所迷惑にならないように
再生音量
を絞るのが一般的である。しかし、再生音量を絞ると、オーディオソースから供給される
オーディオ信号が小音量であったときに再生音が聞こえ難くなる。このような問題を解決
するために、いわゆるダイナミックレンジ圧縮の技術が用いられる。この技術では、オー
ディオソースから供給されるオーディオ信号を可変利得増幅器により増幅して出力する一
方、小音量時における増幅利得が大音量時よりも大きくなるように、オーディオ信号の音
量に応じて可変利得増幅器の利得を制御する。このようにすることにより、オーディオ信
号が小音量になったときに再生音が聞こえ難くなるのを回避することができる。このダイ
ナミックレンジ圧縮の技術は、マルチチャネルのオーディオ信号にも適用される。従来、
この種のマルチチャネルのオーディオ信号については、全てのチャネルの総体的な音量に
基づいて、全チャネルについて、均一の利得を適用して、ダイナミックレンジ圧縮を行っ
ていた。なお、ダイナミックレンジ圧縮を行う装置は、例えば特許文献１に開示されてい
る。
【特許文献１】特許３２９５４４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上述した従来の技術により、映画などのマルチチャネルオーディオ信号のダ
イナミックレンジ圧縮を行う場合において、例えば台詞を表すセンタチャネルのオーディ
オ信号の音量が小さく、他のチャネルのオーディオ信号の中に大音量のものがある場合に
、その大音量のオーディオ信号の音量レベルに応じて、可変利得増幅器の利得を下げる制
御が行われる。このため、ダイナミックレンジ圧縮後の各チャネルのオーディオ信号を比
べると、センタチャネルの台詞の音量が他のチャネルの音量に埋もれてしまい、再生音か
ら台詞を聞き取ることが困難になるという問題があった。
【０００４】
　この発明は、以上説明した事情に鑑みてなされたものであり、マルチチャネルのオーデ
ィオ信号のダイナミックレンジ圧縮を行う場合においてダイナミックレンジ圧縮後の特定
チャネルのオーディオ信号の音量が他のチャネルのオーディオ信号の音量に埋もれてしま
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、
前記特定チャネルのオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手段で増幅されたオーディ

オ信号中の所定フォルマントを強調する第１強調手段と、
前記特定チャネル以外のチャネルのオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手段で増幅

されたオーディオ信号における所定オーディオ信号の特定帯域を強調する第２強調手段と



う不具合を是正することができる音量制御装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するため、この発明は、複数チャネルのオーディオ信号を各々増幅する
複数の可変利得増幅手段と、前記複数チャネルのオーディオ信号のうち１つの特定チャネ
ルのオーディオ信号の音量レベルの絶対値を順次検出し、絶対値の波形の瞬時ピーク値の
エンベロープ波形を求め、このエンベロープ波形を持った音量レベル信号を出力する第１
の音量検出手段と、前記複数チャネルのオーディオ信号のうち前記特定チャネルを除くチ
ャネルのオーディオ信号の音量を検出する第２の音量検出手段と、前記第１の音量検出手
段から出力された音量レベル信号に基づいて、前記特定チャネルのオーディオ信号を増幅
する可変利得増幅手段の利得を制御する第１の利得制御手段と、前記第２の音量検出手段
によって検出された音量に基づいて、前記特定チャネル以外のチャネルのオーディオ信号
を増幅する可変利得増幅手段の利得を一律に制御する第２の利得制御手段と

を具備することを特徴とする音量制御装置を提
供する。
　また、本発明は、複数チャネルのオーディオ信号を各々増幅する複数の可変利得増幅手
段と、前記複数チャネルのオーディオ信号のうち１つの特定チャネルのオーディオ信号の
音量レベルの移動平均値を示す音量レベル信号を出力する第１の音量検出手段と、前記複
数チャネルのオーディオ信号のうち前記特定チャネルを除くチャネルのオーディオ信号の
音量を検出する第２の音量検出手段と、前記第１の音量検出手段から出力された音量レベ
ル信号に基づいて、前記特定チャネルのオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手段の利
得を制御する第１の利得制御手段と、前記第２の音量検出手段によって検出された音量に
基づいて、前記特定チャネル以外のチャネルのオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手
段の利得を一律に制御する第２の利得制御手段と

を具備することを特徴とする音量制御装置を提供する。
　かかる発明によれば、特定チャネルに関しては、他のチャネルと独立して、オーディオ
信号の音量に応じた可変利得増幅手段の増幅利得の制御が行われるので、特定チャネルの
オーディオ信号が小音量の場合にそのオーディオ信号をその音量に応じた利得で増幅され
、適度な音量で出力される。このため、特定チャネルのオーディオ信号の音量が他のチャ
ネルのオーディオ信号の音量に埋もれてしまうという不具合を是正することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、図面を参照して、この発明の一実施形態について説明する。
＜第１実施形態＞
　図１は、この発明の第１実施形態である音量制御装置の構成を示すブロック図である。
この音量制御装置は、Ｌ、Ｒ、ＬＳ（Ｌサラウンド）、ＲＳ（Ｒサラウンド）、Ｃ（セン
タ）およびＳＷ（サブウーハ）の５チャネルからなるオーディオ信号の音量制御をする装
置である。ここで、５チャネルからなるオーディオ信号は、例えば映画のオーディオ信号
であり、Ｃチャネルのオーディオ信号は、人の声（すなわち、台詞）を表し、他のチャネ
ルのオーディオ信号は音楽を表している。
【０００７】
　増幅器５Ｌ、５Ｒ、５ＬＳ、５ＲＳ、５Ｃおよび５ＳＷは、Ｌ、Ｒ、ＬＳ、ＲＳ、Ｃお
よびＳＷの各チャネルのオーディオ信号を各々増幅する増幅器である。これらの増幅器は
、オーディオ信号を増幅するときの利得の制御が可能な可変利得増幅器である。本実施形
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、前記特定チ
ャネルのオーディオ信号を増幅する可変利得増幅手段で増幅されたオーディオ信号中の所
定フォルマントを強調する第１強調手段と、前記特定チャネル以外のチャネルのオーディ
オ信号を増幅する可変利得増幅手段で増幅されたオーディオ信号における所定オーディオ
信号の特定帯域を強調する第２強調手段と

、前記特定チャネルのオーディオ信号を
増幅する可変利得増幅手段で増幅されたオーディオ信号中の所定フォルマントを強調する
第１強調手段と、前記特定チャネル以外のチャネルのオーディオ信号を増幅する可変利得
増幅手段で増幅されたオーディオ信号における所定オーディオ信号の特定帯域を強調する
第２強調手段と



態における音量制御装置は、デジタル形式のオーディオ信号を取り扱うため、これらの増
幅器は、デジタルオーディオ信号に可変の係数を乗算する乗算器により構成されている。
なお、音量制御装置がアナログオーディオ信号を取り扱うものである場合には、これらの
増幅器として、アナログ回路により構成された可変利得増幅器を用いてもよい。
【０００８】
　本実施形態に係る音量制御装置は、オーディオ信号のレベルに応じてオーディオ信号の
増幅利得を制御する手段を２系統有している。すなわち、音量検出部１１および利得制御
部２１からなる第１の系統と、音量検出部１２および利得制御部２２からなる第２の系統
である。
【０００９】
　第１の系統において、音量検出部１１は、Ｃチャネルのオーディオ信号の音量レベルを
検出し、検出した音量レベルを表す音量レベル信号を利得制御部２１に出力する。音量検
出部１１の構成に関しては、各種の態様が考えられる。好ましい態様において、音量検出
部１１は、連続的に入力されるオーディオ信号の絶対値を順次検出し、絶対値の波形の瞬
時ピーク値が描くエンベロープ波形を求め、このエンベロープ波形を持った音量レベル信
号を利得制御部２１に出力する。別の好ましい態様において、音量検出部１１は、順次入
力されるオーディオ信号のサンプルを各々一定期間だけバッファに蓄積し、バッファ内の
各サンプルが示す音量レベルの平均値（すなわち、オーディオ信号の音量レベルの移動平
均値）を示す音量レベル信号を利得制御部２１に出力する。
【００１０】
　利得制御部２１は、予め決められた特性に従ってＣチャネルのオーディオ信号のダイナ
ミックレンジ圧縮を行わせるために、増幅器５Ｃの利得の制御を行う回路である。図２～
図４は、この利得制御部２１による制御の下で行われるダイナミックレンジ圧縮の例を示
すものであり、各図において、横軸は増幅器５Ｃに入力されるオーディオ信号の音量レベ
ル（以下、入力音量レベル）、縦軸は増幅器５Ｃから出力されるオーディオ信号の音量レ
ベル（以下、出力音量レベル）である。図２～図４において、破線は、増幅器５Ｃの利得
を標準値に固定した場合における入力音量レベルと出力音量レベルとの関係を示している
。図２に示す例において、増幅器５Ｃの利得は、出力音量レベルが閾値ｔｈ１以下となる
領域では標準値とされ、出力音量レベルが閾値ｔｈ１以上である領域では入力音量レベル
が大きくなるに従って減少する。従って、後者の領域において、Ｃチャネルのオーディオ
信号のダイナミックレンジが圧縮され、大音量のオーディオ信号の出力音量レベルが抑え
られる。図３に示す例では、増幅器５Ｃの利得は、出力音量レベルが閾値ｔｈ２以上とな
る領域では標準値とされ、出力音量レベルが閾値ｔｈ２以下である領域では入力音量レベ
ルが小さくなるに従って増加する。従って、後者の領域において、Ｃチャネルのオーディ
オ信号のダイナミックレンジが圧縮され、小音量のオーディオ信号の出力音量レベルが持
ち上げられる。図４は、図２に示すものと図３に示すものとを併用した例を示している。
この例において、増幅器５Ｃの利得は、出力音量レベルが閾値ｔｈ１～ｔｈ２の間となる
領域では標準値とされ、閾値ｔｈ２以下の領域では小音量のオーディオ信号の出力音量レ
ベルが持ち上げられ、閾値ｔｈ１以上の領域では大音量のオーディオ信号の出力音量レベ
ルが抑えられる。
【００１１】
　利得制御部２１は、図２～図４のいずれか、例えば図４において、各種の入力音量レベ
ルについて、出力音量レベル／入力音量レベルに相当する係数を求め、各入力音量レベル
と各係数とを対応付けたテーブルを記憶している。利得制御部２１は、音量検出部１１か
ら音量レベル信号を受け取り、この音量レベル信号が示す音量レベルに対応した係数をこ
のテーブルから読み出して増幅器５Ｃに与える。そして、増幅器５Ｃは、この係数をＣチ
ャネルのオーディオ信号に乗算して出力する。この増幅器５Ｃの出力信号は、図示しない
Ｄ／Ａ変換器によってアナログオーディオ信号に変換され、Ｃチャネルのスピーカから出
力されるのである。以上のような利得制御部２１による増幅器５Ｃの利得の制御により、
図２～図４に例示されるようなオーディオ信号のダイナムミックレンジ圧縮が適切に行わ
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れるのである。
【００１２】
　第２の系統において、音量検出部１２は、Ｌ、Ｒ、ＬＳ、ＲＳおよびＳＷチャネルのオ
ーディオ信号の総体的な音量レベルを検出し、検出した音量レベルを表す音量レベル信号
を利得制御部２２に出力する。音量検出部１２の構成に関しては、各種の態様が考えられ
る。好ましい態様において、音量検出部１２は、総体的な音量レベルとして、Ｌ、Ｒ、Ｌ
Ｓ、ＲＳおよびＳＷチャネルのオーディオ信号の最大値を求め、これを表す音量レベル信
号を出力する。別の好ましい態様において、音量検出部１２は、Ｌ、Ｒ、ＬＳ、ＲＳおよ
びＳＷの各チャネルのオーディオ信号の自乗加算を行い、その結果を、総体的な音量を表
す音量レベル信号として出力する。
【００１３】
　利得制御部２２は、Ｌ、Ｒ、ＬＳ、ＲＳおよびＳＷチャネルのオーディオ信号の総体的
な音量レベルに応じて、増幅器５Ｌ、５Ｒ、５ＬＳ、５ＲＳおよび５ＳＷの利得を制御す
る回路である。さらに詳述すると、利得制御部２２は、利得制御部２１と同様、図２～図
４に例示されるようなダイナミックレンジ圧縮を実現するための入力音量レベル対係数の
テーブルを記憶しており、音量検出部１２から音量レベル信号を受け取ると、この音量レ
ベル信号が示す音量レベルに対応した係数をこのテーブルから読み出して増幅器５Ｌ、５
Ｒ、５ＬＳ、５ＲＳおよび５ＳＷに与える。増幅器５Ｌ、５Ｒ、５ＬＳ、５ＲＳおよび５
ＳＷは、このようにして与えられる共通の係数を各々の入力オーディオ信号に乗算して出
力する。これらの乗算器の出力信号は、図示しないＤ／Ａ変換器によってアナログオーデ
ィオ信号に各々変換され、Ｌ、Ｒ、ＬＳ、ＲＳおよびＳＷチャネルの各スピーカから各々
出力されるのである。
【００１４】
　次に、図５～図７を参照して本実施形態の効果を説明する。まず、各チャネルのオーデ
ィオ信号の入力音量レベルが図５に示すようなレベルであったとする。この例では、Ｃチ
ャネルのオーディオ信号は人の話声を表す信号である。また、Ｌチャネルのオーディオ信
号は音楽を表す信号であり、入力音量レベルは全チャネル中で最も高い。このようなオー
ディオ信号のダイナミックレンジ圧縮が、仮に従来の音量制御装置を用いて行われたとす
ると、この結果得られる各チャネルのオーディオ信号の出力音量レベルは図６に破線で示
すものとなる。なお、図６では、各チャネルのオーディオ信号の入力音量レベルが実線で
示されている。図５に示す例では、Ｌチャネルの入力音量レベルが最も高いので、Ｌチャ
ネルの入力音量レベルに基づいて全チャネルのオーディオ信号の増幅利得が決定される。
このように、全チャネルについて均一な利得で音量制御が行われるとすると、図６に示す
ように、各チャネルの相対的音量バランスは音量制御前と変わりなく、Ｃチャネルのオー
ディオ信号は、他のチャネルのオーディオ信号の中に埋もれてしまう。このため、Ｃチャ
ネルの人の話声が音楽などの背景音に埋もれてしまい、聴き取ることができない。
【００１５】
　これに対し、本実施形態では、Ｃチャネルのダイナミックレンジ圧縮と、他のチャネル
のダイナミックレンジ圧縮が独立に行われる。このため、各チャネルのオーディオ信号の
出力音量レベルは例えば図７に破線で示すものとなる。すなわち、本実施形態においては
、たとえＬチャネルの入力音量レベルが高いためにＬ、Ｒ、ＬＳ、ＲＳおよびＳＷチャネ
ルの増幅利得が低く抑えられたとしても、Ｃチャネルの入力音量レベルが低い場合には高
い利得でＣチャネルのオーディオ信号の増幅が行われ、Ｃチャネルの出力音量レベルが持
ち上げられる。このため、Ｃチャネルの人の話し声が背景音に埋もれることなく、明瞭に
聴取されることとなる。
【００１６】
　以上説明した実施形態において、第１の系統（Ｃ）において行われるダイナミックレン
ジ圧縮の態様と、第２の系統（Ｌ、Ｒ、ＬＳ、ＲＳおよびＳＷ）において行われるダイナ
ミックレンジ圧縮の態様は、同じであってもよく、異なっていてもよい。好ましい態様に
おいて、第１の系統では、Ｃチャネルのオーディオ信号に対して例えば図４に示すダイナ
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ミックレンジ圧縮が行われ、第２の系統では、Ｌ、Ｒ、ＬＳ、ＲＳおよびＳＷチャネルの
オーディオ信号に対して同様な図４に示すダイナミックレンジ圧縮が行われる。別の好ま
しい態様において、第１の系統では、Ｃチャネルのオーディオ信号に対して図３に示すダ
イナミックレンジ圧縮が行われ、第２の系統では、Ｌ、Ｒ、ＬＳ、ＲＳおよびＳＷチャネ
ルのオーディオ信号に対して図２に示すダイナミックレンジ圧縮が行われる。この態様に
おいては、全てのチャネルが小音量になったとしても、Ｃチャネルのみは出力音量レベル
が持ち上げられるため、人の話声が明瞭に聴取されるという効果が得られる。
【００１７】
＜第２実施形態＞
　図８は、この発明の第２実施形態である音量制御装置の構成を示すブロック図である。
この音量制御装置は、上記第１実施形態と同様な増幅器５Ｌ、５Ｒ、５ＬＳ、５ＲＳ、５
Ｃおよび５ＳＷを有している。
【００１８】
　本実施形態における音量制御装置は、映画のオーディオ信号と音楽のオーディオ信号の
両方を取り扱う。ここで、増幅器５Ｌ、５Ｒ、５ＬＳ、５ＲＳ、５Ｃおよび５ＳＷでは、
入力されるオーディオ信号の全帯域について一律にダイナミックレンジ圧縮が施される。
このため、音量制御の対象が音楽のオーディオ信号である場合に、ダイナミックレンジ圧
縮後のオーディオ信号をそのままスピーカから出力すると、音の迫力に欠けた音楽が再生
されることとなる。このため、本実施形態では、ＬおよびＲチャネルのダイナミックレン
ジ圧縮を行う増幅器５Ｌおよび５Ｒの後段に、オーディオ信号の特定帯域を強調して音楽
としての迫力を回復するためのイコライザ６Ｌおよび６Ｒが各々設けられている。これら
のイコライザ６Ｌおよび６Ｒは、オーディオ信号の特定帯域を強調して出力するｏｎ状態
とするか強調することなくそのまま出力するｏｆｆ状態とするかを切り換えることが可能
であり、また、特定帯域を強調する場合にその程度を切り換えることが可能な構成となっ
ている。
　また、本実施形態において、Ｃチャネルのダイナミックレンジ圧縮を行う増幅器５Ｃの
後段には、パラメトリックイコライザ７Ｃが設けられている。このパラメトリックイコラ
イザ７Ｃは、この音量制御装置に映画のオーディオ信号が入力される場合において、人の
声（台詞）を表すＣチャネルのオーディオ信号中の第１、第２フォルマントを強調し、聞
き取りやすい声にして再生するための回路である。このパラメトリックイコライザ７Ｃは
、オーディオ信号の第１、第２フォルマントを強調して出力するｏｎ状態とするか強調す
ることなくそのまま出力するｏｆｆ状態とするかを切り換え可能な構成となっている。
【００１９】
　本実施形態に係る音量制御装置は、オーディオ信号のレベルに応じてオーディオ信号の
増幅利得を制御する手段を３系統有している。すなわち、Ｃチャネルを対象とした音量検
出部３１および利得制御部４１からなる第１の系統と、ＳＷチャネルを対象とした音量検
出部３２および利得制御部４２からなる第２の系統と、それら以外のＬ、Ｒ、ＬＳおよび
ＲＳチャネルを対象とした音量検出部３３および利得制御部４３からなる第３の系統であ
る。
【００２０】
　上記第１実施形態と同様、第１の系統における音量検出部３１は、Ｃチャネルのオーデ
ィオ信号の音量レベルを検出し、検出した音量レベルを表す音量レベル信号を利得制御部
４１に出力する。そして、利得制御部４１は、この音量レベル信号が示す入力音量レベル
に対応した係数を増幅器５Ｃに与える。同様に、第２の系統における音量検出部３２は、
ＳＷチャネルのオーディオ信号の音量レベルを検出し、検出した音量レベルを表す音量レ
ベル信号を利得制御部４２に出力する。そして、利得制御部４２は、この音量レベル信号
が示す入力音量レベルに対応した係数を増幅器５ＳＷに与える。第３の系統において、音
量検出部３３は、Ｌ、Ｒ、ＬＳおよびＲＳチャネルのオーディオ信号の総体的な音量レベ
ルを検出し、検出した音量レベルを表す音量レベル信号を利得制御部４３に出力する。利
得制御部４３は、この音量レベル信号が示す音量レベルに対応した係数を増幅器５Ｌ、５
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Ｒ、５ＬＳおよび５ＲＳに与える。
【００２１】
　利得制御部４１～４３は、入力音量レベルを係数に対応付けるテーブルとして、第１の
テーブル、第２のテーブルおよび第３のテーブルを有している。利得制御部４１～４３は
、制御部１０１からの指示に従い、いずれかのテーブルを選択し、音量検出部３１～３３
からの音量レベル信号と、選択したテーブルとに基づいて、オーディオ信号に乗算すべき
係数を求める。図９は、利得制御部４１～４３が、第１のテーブルを用いて係数を生成す
る場合に実現されるダイナミックレンジ圧縮特性Ｃ１と、第２のテーブルを用いて係数を
生成する場合に実現されるダイナミックレンジ圧縮特性Ｃ２と、第３のテーブルを用いて
係数を生成する場合に実現されるダイナミックレンジ圧縮特性Ｃ３とを示している。なお
、図９において、直線Ｌは、オーディオ信号に乗じる係数が標準値に固定され、ダイナミ
ックレンジ圧縮が行われない場合における増幅器の入力音量レベルと出力音量レベルの関
係を示している。
【００２２】
　第１のテーブルが選択された場合、出力音量レベルが閾値ｔｈ１１以上である領域にお
いて、出力音量レベルを抑えるダイナミックレンジ圧縮が行われる（特性Ｃ１）。また、
第２のテーブルが選択された場合、出力音量レベルが閾値ｔｈ１２（＞ｔｈ１１）以上で
ある領域において、出力音量レベルを抑えるダイナミックレンジ圧縮が行われる（特性Ｃ
２）。そして、第３のテーブルが選択された場合、出力音量レベルが閾値ｔｈ１３（＞ｔ
ｈ１２）以上である領域において、出力音量レベルを抑えるダイナミックレンジ圧縮が行
われる（特性Ｃ３）。このように、いずれのテーブルが選択された場合においても、大音
量のオーディオ信号の出力音量レベルを抑えるダイナミックレンジ圧縮が行われるが、ダ
イナミックレンジ圧縮が開始される閾値が各テーブル間で異なっている。出力音量レベル
が閾値ｔｈ１０以下となる小音量領域では、出力音量レベルを持ち上げるダイナミックレ
ンジ圧縮が行われる。この場合において、第２のテーブルが選択されたときの出力音量レ
ベルが最も大きく持ち上げられ（特性Ｃ２）、次いで第３のテーブル（特性Ｃ３）、第１
のテーブル（Ｃ１）の順に持ち上げ量が小さくなる。また、入力音量レベルが閾値ｔｈ２
０以下となるような小音量領域の信号は雑音として扱われ、その出力音量レベルを低く抑
える制御が行われる。以上が第１～第３のテーブルに従って行われるダイナミックレンジ
圧縮の内容である。
【００２３】
　本実施形態における音量制御装置は、動作モードとして、夜間映画モードと夜間音楽モ
ードを有している。また、夜間映画モードと夜間音楽モードの各々は、ＭＩＮモード、Ｍ
ＩＤモードおよびＭＡＸモードに細分化されている。制御部１０１は、操作部１０２の操
作に応じて、これらのうちいずれかを動作モードとして設定し、設定した動作モードでの
動作が行われるように装置内の各部を制御する。
【００２４】
　以下、本実施形態の動作を説明する。
　夜間において、本実施形態による音量制御装置を使用して映画のオーディオ信号を再生
する場合、ユーザは、操作部１０２を操作して、夜間映画モードの設定を指示する。制御
部１０１は、この指示に従い、動作モードを夜間映画モードに設定する。図１０は夜間映
画モードにおいて制御部１０１によって行われる制御の内容を示している。図１０に示す
ように、夜間映画モードにおいて、制御部１０１は、イコライザ６Ｌおよび６Ｒをｏｆｆ
状態とし、パラメトリックイコライザ７Ｃをｏｎ状態とする。このため、夜間映画モード
では、ダイナミックレンジ圧縮を経たＬ、Ｒチャネルのオーディオ信号は、イコライザ６
Ｌおよび６Ｒによる特定帯域の強調処理を経ることなくそのままスピーカから出力される
。一方、ダイナミックレンジ圧縮後のＣチャネルのオーディオ信号は、パラメトリックイ
コライザ７Ｃによって第１、第２フォルマントが強調され、聞き取りやすい人の声となっ
てスピーカから出力される。この夜間映画モードにおいて、ユーザによる操作部１０２の
操作により、ＭＩＮモード、ＭＩＤモード、ＭＡＸモードのいずれかが設定される。制御
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部１０１は、ＭＩＮモードが設定されている場合には第１のテーブルの選択を、ＭＩＤモ
ードが設定されている場合には第２のテーブルの選択を、ＭＡＸモードが設定されている
場合には第３のテーブルの選択を利得制御部４１～４３に対して指示する。この結果、利
得制御部４１～４３では、指示に従ってテーブルの選択が行われ、選択されたテーブルに
従ってダイナミックレンジ圧縮のための係数の制御が行われる。このダイナミックレンジ
圧縮のための制御は、利得制御部４１～４３において各々独立に行われる。
【００２５】
　夜間において音楽のオーディオ信号を再生する場合、ユーザは、操作部１０２を操作し
て、夜間音楽モードの設定を指示する。制御部１０１は、この指示に従い、動作モードを
夜間音楽モードに設定する。図１１は夜間音楽モードにおいて制御部１０１によって行わ
れる制御の内容を示している。図１１に示すように、夜間音楽モードにおいて、制御部１
０１は、パラメトリックイコライザ７Ｃをｏｆｆ状態とする。制御部１０１は、イコライ
ザ６Ｌおよび６Ｒをｏｎ状態とし、ＬおよびＲチャネルのオーディオ信号の特定帯域を強
調する処理をイコライザ６Ｌおよび６Ｒに行わせる。これにより、ダイナミックレンジ圧
縮によってオーディオ信号から失われた音の迫力が回復される。イコライザ６Ｌおよび６
Ｒによって行われる強調処理の程度は、ＭＩＮモードが最も低く、ＭＩＤモード、ＭＡＸ
モードの順に高くなる。利得制御部４１～４３におけるテーブルの選択動作は、既に説明
した夜間映画モードの場合と同様である。
【００２６】
　本実施形態によれば、Ｃチャネル、ＳＷチャネルに関しては、他のチャネルとは独立し
て、オーディオ信号の入力音量レベルに応じたダイナミックレンジ圧縮が行われる。従っ
て、これらのチャネルの音量が小さいときに、これらのチャネルの音が他のチャネルの音
に埋もれて聞こえにくくなるという不都合を回避することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】この発明の第１実施形態である音量制御装置の構成を示すブロック図である。
【図２】同実施形態におけるダイナミックレンジ圧縮の一例を示す図である。
【図３】同実施形態におけるダイナミックレンジ圧縮の一例を示す図である。
【図４】同実施形態におけるダイナミックレンジ圧縮の一例を示す図である。
【図５】同実施形態の効果を説明する図である。
【図６】同実施形態の効果を説明する図である。
【図７】同実施形態の効果を説明する図である。
【図８】この発明の第２実施形態である音量制御装置の構成を示すブロック図である。
【図９】同実施形態において行われるダイナミックレンジ圧縮を示す図である。
【図１０】同実施形態における夜間映画モードでの制御の内容を示す図である。
【図１１】同実施形態における夜間音楽モードでの制御の内容を示す図である。
【符号の説明】
【００２８】
５Ｌ，５Ｒ，５ＬＳ，５ＲＳ，５Ｃ，５ＳＷ……増幅器、１１，１２，３１，３２，３３
……音量検出部、２１，２２，４１，４２，４３……利得制御部。  

10

20

30

40

(8) JP 4013906 B2 2007.11.28



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

(10) JP 4013906 B2 2007.11.28



フロントページの続き

(56)参考文献  特表２００３－５２２４７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２３８３００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－３０３６６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２３８２９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２４５２３７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０３Ｇ　　　５／００－１１／０８
              Ｈ０４Ｂ　　　１／０６，１／１６
              Ｈ０４Ｎ　　　５／５０－５／６３
              Ｈ０４Ｒ　　　３／００－３／１２
              Ｈ０４Ｓ　　　１／００－７／００

(11) JP 4013906 B2 2007.11.28


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

